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　昭和60年度の在外研究の機会を与えられ，成田を出発するその日，東京方面
は朝から強い風雨に見舞われ，午後からは雪に変わり，羽田や成田の機能が一
時麻痺し，交通諸機関が終日混乱するなど，台風並みに発達した低気圧に襲わ
れた日であった。頼みとするアエPフロート機は結局一日遅れて出発した。成
田ではすでに出国の手続きを済ませていたため，機内で一泊する破目になった
が，乗員の行届いたサービスと想燥していたより美味しい機内蝕とほっとした。
モスクワ経由の便であったので，モスクワの灯を鑑賞することができるものと
楽しみにしていたのだが，宿泊したのは空港周辺のホテルであった。こうして，
フランクフルトに着いたのは3日目の朝であった。同僚の生方先生が，大幅な
時刻変更にもかかわらず，空港に見えていて，彼の姿を見たときは本当に安堵
の胸をなでおろした。また予定通りの到着であれぽ，大井正先生ともおはなし
することができたはずであった。
　私の目的地フライブルクはシュヴァルツヴァルトの西南部にあり，フランス
とスイスの国境近くにある人口17万の瀟洒な町で，フランクフルトからバーゼ
ル行直通のIC（インターシティ特急）でおよそ2時間余りの距離にある。私
はフライブルクに往く途中，ドイツ生活1年先輩の生方さんが住むテユービン
ゲソに立ち寄ることにした。そこで彼の“ドイツ滞在日記”の数ページを拝聴
する予定でいた。へ一ゲルやシェリングやヘルダーリソが深い精神的な交流の
場をもったといわれるこの地で学ぶ彼の助言は私のその後の生活にとって有意
義なものぼかりであった。ネッカー河畔のプラタナスの並木が印象的であった
このしぶい街並の大学町を後にしたのは，日本を離れて5日目位であった。テ
ユービソゲソのあの寂しい駅舎で，乗客もまばらな列車に乗り込んだときの私
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の表情は大変哀れなものであったらしい。
　フラィブルクまで途中ホルプとロットヴァイルの2つの駅で乗り換えたが，
列車はドイツ西南端に広がる広大な面積を有するシュヴァルツヴァルトの深い
森と緑の丘陵地帯を走った。車中で2週間の休暇旅行を楽しんでいる中年のド
イツ人夫妻と一緒の席になり，夫人の差し出すチョコレートと2人がゆっくり
した口調ではなしかけてくれたおかげで，いつしか私もすっかり打ち解けた気
分になっていた。これが例の「ゲミュートリッヒカイト」にちがいないと，つ
い「アイン・プロジィイト……」と口ずさんでみたい気分にかられた。ところ
で，ドイツでは鉄道（DB）を利用することが多かった。とくに家族パスをつ
くって利用すれば，料金は半額になったし，なによりも列車の乗心地がよかっ
たからである。列車がスムーズに走り出すのには感心した。日本の経験では，
列車が発車したり停車するとき，よく連結器の部分が前後にぶつかり，不愉快
な動揺をあたえるのが普通だからである。爾来，列車を利用する際には，車窓
からみる風景や調和のとれた景観の素晴らしさを楽しむだけではなく，連結器
の構造や仕組みにも注意を払うようになった。かてて加えて，あの円窓のつい
た洗濯機の場合もそうなのだが，洗濯・水洗い・脱水の自動の仕組みと機械的
なからくりに魅せられ，ドイツの機械の伝統的な歴史の古さを洗濯機の構造を
通して看ようとしていた。
　フライブルク大学は，1457年に創立された，現在では学生数23，000千人を
数える由緒ある大学である。かつてドイツの初期自由主義老のK・ロテック，
1894年30歳で国民経済学の教授になったM・ウェーバー，自由市場経済の政策
思想を提唱し『Ordo』を創刊したW・オイケンなどが活躍した。学部長室に
は大きなオイケンの肖像画が掛けられていたが，この大学のオイケンの継承者
はE・ホップマン教授と聞いた。1974年ミュルダールとともにノーベル経済学
賞を受賞した今年89歳になるF・ハイイェックは現在講義をしていないが，彼
の研究室にはいまなお名札がかかっている。私はこの大学の経済学部図書館
（Volkswirtschaftliches　Seminar　Bibliothek）のなかにある研究室をあたえ
られたおかげで，自由に関係の資料・文献を調べることができた。この大学に
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は各学部図書館と部分的にコンピューター化された大学図書館（Universitats
Bibliothek）とがあり，私の関係分野では学部図書館が最も利用しやすかった。
大学図書館（U．B．）では，（1｝1880年以前に出版されたもの，館外持出禁止，館内
でのみ利用，（2）1881年一1967年までに出版されたもの，館外持出可能，（3）1968
年以降出版されたもの，利用者が自分で持出し，出口でチェックを受けるとい
うように，図書の利用は基本的に3通りに分けて取り扱われていた。
　図書館目録室では，助手やドクトラントの学生が教授の指示にしたがって資
料・文献カードをよく検索している姿をみかけた。彼らはこのような作業を徹
底して仕込まれているようであった。ディプロ　一一ムを取得する時期ともなると，
開架式の学部図書館のテーブルの上には，資料や文献を山のように積み上げて
ノートづくりに勤しむ光景を何度もみた。彼らは閑館時間がくると，きまって
「ディプローム・アルバイト中だから，これらの文献はこのままにしておいて
下さい」と書いた紙切れをおいて，退館するのが常であった。授業が始まる前
の教室において，よく新聞を注意深く読んでいる学生が目に止まったので，学
生たちのあいだで最もよく読まれている新聞はなにか尋ねたところ，「フラン
クフルター・アルゲマイネ」が圧倒的に多かった。大学周辺では同紙の購読販
売活動がときどき行われていたことも事実であるが。また新聞を小脇にかかえ
た学生をみるたびに，私は就職を前にして「日経」に目を通す明治の学生たち
このとを想い出していた。因みにそれ以外の新聞では，地元の新聞「バアディ
シェ・ツァィトゥング」はもとより，商業新聞の「ハンデルス・ブラット」を
あげる学生もいた。
　経済学部の特微の一つとして「地域経済研究」のゼミナールがあった。どの
ゼミナールも一人の学生がそれぞれ特定地域の経済問題を取り出してそれを報
告するという形で進めていた。このゼミナールは，教室のなかでの議論に終わ
るだけではなく，これとはまた別にエクスカーションを行う場合も多かったが，
私もそれに同行する機会に恵まれた。BASFの工場見学，ペソツ工場の見学，
シュヴァルツヴァルトの農業，森林，保養地の視察，フライブルク近郊のカイ
ザア・シュトゥールにあるワイン醸造組合の見学，ルクセソブルクにあるEC
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の統計局訪問などかなり活発に実施されていた。シュヴァルツヴァルトの森林
の視察の主な目的は，酸性雨の影響によるとみられる樹木の先の枯れた枝葉の
部分を自分達の眼で確かめることであった。うっそうとした常緑樹で覆われた
森林のなかで枯れた枝葉を見つけることは容易ではなかったが，関係者の説明
と指摘によって実際に確認することができ，公害状況の深刻さを把握すること
ができた。家族経営で営まれている農家では，牛乳の生産コストが北部ドイツ
に比べて非常に高いという指摘をしていた。乳牛を購入し育てることは農家に
とって大変な投資活動になるが，万一病気にでもかかった場合，その費用の負
担のことや地方政府の救済措置がどうあるのかなど真剣な表情で説明を繰り返
していた。このような事情があるにもかかわらず，あの大きな家屋のなかで動
物たちと一緒に暮らす農家の生活の一つ一つにゲミュートリッヒなものを感じ
た。パーデン・ワイソで知られるカイザア・シュトゥールのワインは，この地
域だけでほぼ全量消費されるようで，日本へ輸出する余裕はないが，日本へは
よろこんで荷作りをしますとはなしてくれた。
　シュヴァルツヴァルトの環境汚染の広がりは急速に進行しているようである
が，私の滞在中に国際的に大きな環境汚染の事故があった。チェルノビイリの
原子力発電所の事故とバーゼルの化学会社のライソ川廃液流出事故がそれであ
る。チェルノビィリの事故はとくにドイツの南部に深刻な被害をあたえた。牛
乳，乳製品，野菜類など，例えば事故発生前のロングライフの牛乳であれば飲
用可，オランダ産のキュウリは食用可というように具体的な指示があった。当
然子供の砂遊びは禁止されたし，芝生に横になるのも危険であった。夏休み前
に，子供達の通う学校（シュタイナー・シューレ）から両親あてに一通の手紙
が届いた。「菜園学（Gartenbauunterficht）の授業はしぽらくのあいだ中止
する。学校で放射能を測定した結果，その数値がまだ高いので当分授業を延期
する」という内容であった。実際に歩いて20分位の距離にある学校で放射能を
毎日測定した結果の報告であり，身近かなところに住んでいただけにショック
も大きかった。またライン川の汚染の場合には，大量の魚がライン川に浮き上
り，北海にまでその範囲が広がり，一部の地域では取水禁止にまで発展し，あ
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の静かに流れる美しいライン川はもう死んだとまでいわれた。こうした国際的
な環境汚染に対する市民の抗議行動は敏感で卒直であった。
　このような国際的な公害問題が発生するなかで，すぐさま環境問題を取り上
げて，「公害原論」を展開する授業があった。「先進国と発展途上国における環
境問題」というテーマで，環境政策の各国比較を試みたものである。「国際的
な公共財」という概念を中心に据えて，国際間の環境問題を理論的，総合的に
整理しようと意欲的に取り組んだ講i義に深い肝銘を受けた。大学の授業時間は
午前8時から午後10時まで1時間刻みで，午後8時から10時は市民のために開
放された講座がおかれていた。いわゆる昼休みがないので，午前11時から午後
1時という授業もあった。私は講義内容の把握とそのレヴェルを確めるために，
ミクロ1，マクロH，財政学，分配理論，社会政策，国際経済学，2，3のゼミ
ナールなど学生とともに聴講したが，大半はヒヤリングの練習のためであった。
出席率は皆勤賞ものであったが，聞き取れずがっかりして帰宅する日が多かっ
た。そんなある日，日本からきた，あせらず，あきらめず，あなどらずと記し
た励ましの手紙は非常に嬉しかった。在外研究を終えて，ここに諸先生方の温
かいご厚意に感謝の気持をあらわしたい。
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